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創業 明治25年（1892/1）

設⽴ 昭和11年（1936/12）

本社 東京都港区港南2丁目15番2号

資本⾦ 577.52億円

売上高 1兆2,304億円(2021/3 時点)

従業員 8,918人（2021/3 時点）

事業 建築事業

土木事業

開発事業

新領域事業（再エネ発電、植物工場、アワビ陸上養殖･･）

URL:https://www.obayashi.co.jp/
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株式会社大林組デジタル推進室
iPDセンター制作第二部
経歴写真掲載なし

焼山 誠

・⼤林組⼊社後、
技術開発、BAS/BEMS設計、BEMSソフト開発、
設備設計、設備施工管理に従事

・2012年より設備分野のBIM推進業務を担当

・2020年よりRUG(Revit User Group)理事



ワンモデルBIMの中のRevitMEP



Revitの取組



ＢＩＭ⼀貫利⽤ 6

・2017年会社⽅針が
BIMを基盤とした
業務プロセス変革に

・BIM取組当初から
BIM⼀貫利⽤を
目標

・2017年に、
RevitがBIM対応の
標準ソフトに採⽤

・ワンモデルによるBIM
運⽤に移⾏

会社⽅針

・この先には、
DXへのBIM展開



年度 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019〜

組織
BIM推進室

BIMソフトの検証・利⽤環境整備・教育・BIM関連技術開発

プロジェクト支援

Revitワンモデルでの
PJ対応（建築）

デジタル推進室
iPDセンター

建築本部
PDセンター

BIMの推進・展開

黎明期 推進期 ⼀般化へ

●標準ソフトとしてRevit採⽤

設備でのRevit取組

設備分野のBIM推進（国産設備CADソフト対応含む）

・日本のBIM元年は
2009年

・⼤林組のBIM元年
は2010年

・日本のRevitMEP
元年は2019年

・2019年から
デジタル推進室
iPDセンター

・設備は2018年
から本格的にRevit
MEP取組開始

・現在、PJでのBIM
活⽤を⼀般化（普
通に使える）して
いる段階

社内BIM展開
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構造

ワンモデルによる運⽤（Revit)

意匠

設備
ワン

モデル

意匠、構造、設備各分野の情報を
⼀つのBIMモデルに統合

直接編集可

IFCを介した
・統合ソフトでの統合
・各ソフトで読み込み

統合モデルでの運⽤

建築
モデル

構造
モデル

設備
モデル

IFC
IFC IFC

IFC

意匠

設備構造

・実建物は1つ
・実建物をデジ
タルで表現する
BIMモデルも
1つであることが
合理的

・正しいワンモデル
が正しい情報を
伝達

・IFC連携は現実
解として考慮

BIMモデル運⽤変更
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構造 設備ワンモデル

参加し育てる
ワンモデルを構築 ワンモデルを利⽤

意匠

ワンモデルを
利⽤

ワンモデルを
利⽤

ワンモデル運⽤イメージ

発注者

構造設計
設備設計 生産設計 生産技術

数量算出

意匠設計 施工管理

メーカー
（代理店）

専門工事
会社



Ｐ
Ｈ

基本設計 実施設計1＊ 実施設計2＊ 施工 引渡 維持管理・運⽤

大
林
組
ワ
ン
モ
デ
ル

サ
テ
ラ
イ
ト
モ
デ
ル

IFC
/DLＲevit 2D

DWG図面 ＊実施設計1︓計算・システム決定・プロット・部門間調整
＊実施設計2︓設備設計図作成・チェック

実施設計モデル

意匠設計 意匠設計・構造設計

想定ワークフロー（現環境下での理想像）

基本設計モデル

基本設計モデル
Revit

実施設計モデル（プロット+ルーティング＋２D加筆）

双方向リンク
設備設計者/スタッフ/
設計協⼒事務所設備設計

双方向リンク

施工調整モデル
（Revit／国産CADソフト）

生産設計

生産設計モデル

施工モデル

竣工モデル

竣工図

竣工モデル

Revit

統合

専門工事会社
（設備協⼒会社）

【⼤林組ワンモデル】
⼤林組の共通ルールに則ったBIMモデル
建築と設備は双⽅向リンク
整合性の確保
設備は設計段階に注⼒

【サテライトモデル】
専門工事会社・メーカーの独自ルールに則ったBIMモデル
⼤林組ワンモデルとはリンク

双方向リンク

（S2） （S3） （S4） （S5）

ワンモデルによるBIMワークフロー
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構造 設備
ワンモデル

内部仕上表
平⾯図、⽴/断⾯図
建具配置図
平⾯詳細図
仕様範囲図 …等

伏図
軸組図
断⾯リスト …等

意匠図 構造図 設備図
諸元表
機器表
プロット図
系統図 …等
※ 精査中︕

『⼀つの仮想建物モデル』
→建物規模等に基づき、

プロジェクト毎に設定

共通ルール︓SBS （Smart BIM Standard)

意匠

２D図面
（特記仕様、断面詳細他
等）

２D図面
（特記仕様他）

２D図面
（特記仕様、自動制御、弱
電、防災、BAS他、系統図）

BIM360 Design
Revitモデルの

『正しさ』
を担保

・設計段階での
建物としての整合性
を確保

・正しい情報は、
ワンモデルから獲得

・共通ルールSBSによ
るBIMモデルの品質
確保

・BIMで運⽤する内容
と2Dで運⽤する内容
を明確にBIM実⾏計
画書（BEP)で提示

ワンモデルによるPJ運⽤



RevitMEPへの取組
（設計段階）



■当初のRevit知識習得
1）社外講習会
・建築編（基礎編）
・空調衛生編
・電気編
・ファミリー作成編

2）マニュアル類による自習
・Autodesk提供
・サードパーティ提供
・動画素材

3）Autodeskサイト

■実践
1）社内施設の竣工済みプロジェクト
・ファミリ、テンプレート、シート、
集計表、フィルター

・社内資料の基礎知識
2）実プロジェクトでのOJT

■現在はサイトが充実（Autodesk＋RUG)

・BIM design （http://bim-design.com/rug/library/）

・BIM MEP HUB／建築設備
(https://boards.autodesk.com/revit-mep-resources/)

当初のRevitMEP取組
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パターンC（Revit)

パターンB（Revit)
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Non Revit Revit

建築モデル
情報利⽤

諸元表
管理 機器プロット ルーティング・

システム接続 図面化設備設計
計算

Revit 基本機能 Revit MEP機能

RevitMEP取組

パターンA（Revit)

・RevitMEPでの
実現範囲

・パターンA
Revit基本機能内

・パターンB
ルーティングのみ
別途対応

・パターンC
図面化まで
RevitMEP



・部屋名
・天井高さ 取得
・面積

・各部材情報の取得 ・熱負荷計算
・換気計算

＞各部材情報の取得
⇒ NewHASPを利⽤するために

社内の熱負荷計算システムへ出⼒
（BIMZONE－Σ）

＞部屋情報 ⇒ EXCELへ出⼒ ＞集計表から換気計算書

＞部屋パラメータによるカラースキーム
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建築モデル
情報利⽤

諸元表
管理 機器プロット ルーティング・

システム接続 図面化設備設計
計算

Revit 基本機能 Revit MEP機能

RevitMEP取組

・パターンA
Revit基本機能内

・換気計算書は
基本機能内

・熱負荷計算に必
要な諸元値（建
築部材、部屋情
報）は基本機能
内

・部屋パラメータに
よる範囲表現は
基本機能内



・集計表から機器表作成
・集計表から分電盤リスト作成
・機械と電気の連携

＞集計表から機器表作成 ＞空調機器のパラメータを動⼒盤リストで利⽤
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建築モデル
情報利⽤

諸元表
管理 機器プロット ルーティング・

システム接続 図面化設備設計
計算

Revit 基本機能 Revit MEP機能

RevitMEP取組

・パターンB/C
Revit基本機能＋
RevitMEP

・機器プロット活⽤
集計表

→機器表作成
集計表

→分電盤リスト
機械と電気の連携

→仕様値共有



＞機器情報EXCELデータ（メーカーから受領）
＞ジェネリックファミリにデータ取り込み

＞集計表から機器表作成

＞参考型番のカタログ値の情報が機器表（集計表）に表示
＞省エネ計算書⽤の機器表として使⽤可能
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Dynamo使⽤

RevitMEP取組

・ジェネリックファミリへ
メーカー仕様値の
取り込み
＝メーカー情報への

書き換え
・Dynamo利⽤

・メーカー参考型番の
仕様値による機器
表作成

・省エネ計算の機器
表として利⽤可

・メーカーファミリ提供
までの繋ぎ



＞機器プロット、システム接続を⾏うと分電盤集計表に表示される

＞集計表から分電盤リスト作成
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＞Dynamoを利⽤して電気回路に情報追加

【回路のパラメータ】
Ｂ列 回路番号︓「負荷の名前」
Ｇ列 負荷分類︓接続されているファミリの

「負荷分類」
Ｋ列 備考 ︓「備考」
Ｍ列 ⽪相負荷︓接続されているファミリの

「⽪相負荷」 の合計値
Ｌ列 電圧 ︓「電圧」が付与されます。

【回路のパラメータ】
Ａ列 回路記号
Ｄ列 分岐開閉器－ ２Ｐ
Ｅ列 分岐開閉器－ＥＬＢ
Ｆ列 リモコン又はMg
Ｈ列 負荷名称－⽤途
Ｉ列 負荷名称－部屋名
Ｊ列 容量VA

RevitMEP取組

・分電盤集計表では
分電盤リストとして
は情報不⾜
抜けが多い

・Dynamoで
機器ファミリの配置
情報、器具パラメー
ターを電気回路へ
連携
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＞Dynamoロジック（例）
＞集計表から分電盤リスト作成

RevitMEP取組

・Dynamoロジック

・部屋名称、⽤途
名称を連携



＞集計表から分電盤リスト作成

改⾏、配線（系統）他、体裁整備
※上記リストの⾚字以外は⼿⼊⼒作業

(1)「.txt」形式で書き出し

(2) Excelで「.txt」を開く
(3)「電-〇〇〇_分電盤リスト」のExcelの

「元データ貼付⽤」シートに貼りつけ

(4)「分電盤リスト」シートへの反映状況
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＞分電盤リストをEXCEL出⼒して、既存書式に貼り付け＋体裁整備

RevitMEP取組

・社内規定書式に
する必要あり

→分電盤リストを
EXCELで出⼒

→社内規定書式
のEXCELに貼
り付け

→予備回路追加



＞機械と電気の連携（空調設備機器のパラメータを動⼒盤リストで利⽤）
＞空調機器のパラメータ（メーカーカタログ値）をDynamoを使⽤して電気回路に伝達
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＞動⼒盤集計表

＞動⼒盤リスト

＞空調機器ファミリ

＞Dynamo

RevitMEP取組

・空調機器ファミリを
電気回路にシステ
ム接続

・動⼒盤集計表に
表示できるが情報
不⾜

・Dynamoで
機器ファミリの配置
情報、機器パラメー
ターを電気回路へ
連携

・幹線サイズ、最⼤
電流値も機器ファ
ミリにセット済みで
仕様書確認不要



実プロジェクトでのRevitMEPの利⽤状況
（設計段階）



■整備資料
1）RevitでのPJの始め⽅
2）RevitMEP社内講習資料

・基礎編（建築、ファミリ、BIM360）
・電気編
・空調衛生編
・講習⽤モデル建物

3）モデリングガイド
4）基本操作マニュアル
5）応⽤操作マニュアル
6）設備テンプレート
7）設備ファミリリスト
8）Dynamo利⽤ガイド
9）設備共有パラメーターリスト

10）関連ツール
・REXJ
・Dynamo
・BIMZONEーΣ

■RUG公開情報（BIM Design）の展開
１）空調衛生
RUG標準を参考に
・RUG標準ジェネリックファミリに自社⽤パラメー
ター追加

・RUG標準テンプレートを自社⽤にカスタマイズ
・集計表は自社専⽤に独自整備

２）電気
RUG標準が作成される前から整備
・ファミリーは独自仕様で整備
・テンプレートも独自仕様で整備

３）意匠・構造
RUG標準不使⽤
・SBSでのファミリ、テンプレートを利⽤

実PJでのRevitMEP取組
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1 KO 研究所 小 実施設計 S3 ワンモデルワンファイル

2 KI 宿泊施設 小 実施設計 S3

3 NK 事務所 中 実施設計 S3

4 KN 事務所 中 実施設計 S3

5 YM 複合 大 実施設計 S3 建築モデル７分割対応

6 MG 事務所 大 実施設計 S3

7 SU 宿泊施設 小 基本設計 S2

8 HB 物流施設 大 基本設計 S2 基本設計図で仮想プロット

9 RY 事務所 中 実施設計 S4

10 MF 事務所 中 実施設計 S3 設備設計者がモデル作成⇒図面切出

11 JK 学校 小 実施設計 S3

12 YU 集合住宅 小 実施設計 S3 住⼾内プロット（モックアップ）

13 SP 事務所 小 実施設計 S4 意匠設計者が天伏調整

14 GK 研究所 小 実施設計 S4

15 サンプル 事務所 小 実施設計 竣工後 RevitMEP講習用に整備

これ以降は進行中PJ

16 SM 工場 大 実施設計 S3 空調衛生はメインルートまで

17 KM 工場 中 実施設計 S4 空調衛生はメインルートまで

18 LN 物流施設 大 実施設計 S3

空調衛生設備

機器プ
ロット

集計表
システム
接続

確認申請
図

見積図
機器プ
ロット

設計施工PJ（設計段階）

物件略称 用途 規模 取組開始段階
備考

電気設備

集計表
ルーティ
ング

確認申請
図

見積図

■設計施工プロジェクトにおける設計段階でのRevitMEP利⽤状況（iPDセンター関与分に限定）
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実PJでのRevitMEP取組



■KO（実現目標︓ワンモデルワンファイル、図面化）
・意匠設計が主導
・設備モデリング＋図面化（iPDセンター担当）
空調衛生︓設備機器＋ルーティング
電気 ︓照明器具プロット＋⼀部図面化

・図面体裁は従来型

非常照明︓
取付高さを変数とする数式を照明範囲円の半径に⼊⼒

基礎梁スリーブ貫通可能範囲3Dビュー（全体）
25

実PJでのRevitMEP取組



■KI（実現目標︓ワンモデルワンファイル、図面化）
・設備モデリング＋図面化
空調衛生︓設備機器＋ルーティング
電気 ︓照明器具プロット

・図面体裁はRevitでの表現
（設備平面図︓2D加筆最小）
（機器リスト︓集計表のまま）

ダクト平面図（ダクト）簡易表示

ダクト平面図＋機器リスト

3Dビュー（設備のみ）
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実PJでのRevitMEP取組



■YM（実現目標︓多分割のリンクファイル、図面化、総合図への活⽤）
・空調衛生︓設備機器プロットまで（盤リストへ連携）
・電気 ︓機器プロット、集計表、盤リスト、図面化（確認申請、⾒積、省エネ適判）
・総合図 ︓生産設計との協業（天井、床壁に分けない運⽤ができるか）
・BIM360 Design Collaboration、Model Coordination試⾏予定

NT1

NT2

NT3

NT4

ST2

ST3

ST1

BIMモデル分割状況
（ファイル容量軽減）

NT4 NT3 NT2 NT1 ST1 ST2 ST3

NT4 NT3 NT2 NT1 ST2 ST3設備 ST1

構造 全体

意匠

BIM360Revitファイルのリンク関係
Dynamoによる効率化（ファイル分割対応）
・リンクモデルの部屋のコピー
・部屋情報⼊⼒（⽂字情報から上限オフセット設定＝吹き抜け、直天）
・重複ファミリ検出

27

実PJでのRevitMEP取組



■HB（実現目標︓基本設計で建築モデルがない場合の機器プロット）
・意匠設計図（２D）を下敷きにした機器プロット
・集計表を使った設備機器数量確認

・２D意匠図を下敷きに、設備機器等をプロット
・メインダクト、配管、ケーブルラック等をルーティング
・配置高さは、仮想天井を設定して、同⼀面に配置

→初期段階から意匠／構造との調整に活⽤
28

実PJでのRevitMEP取組



まとめ



・基本知識習得から初めて、目標を設定し着実に実プロジェクトで実践
・社内技術資料は整備済み
・Dynamo、アドインは今後も拡充

・人⼿にできるだけ頼らない⼿法の検討を今後も継続
・市販ソフト等を含め自社システムとの連携の可能性を模索

・RevitMEPが使える会社との協業と必要な教育の提供
・社内でのRevitMEPになじむための教育（BIM360を標準）

BIMを基盤と
した業務プロ
セス変革の
実現へ向けて
の取組

BIMは、
DXでの源と
なるデジタル
情報

・RUG公開情報は非常に有⽤。取組みを始めやすくなった。
・RevitMEP導⼊の壁は価格設定
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・施工段階でのRevitMEP取組は、今後、実施検討



設計段階のＢＩＭ活用ツールとしての
ＢＩＭＺＯＮＥ－Σ



株式会社大林組デジタル推進室
iPDセンター制作第二部設備制作課
経歴写真掲載なし

池田 麻紀子

・⼤林組⼊社後、
設備設計部にて空調衛生設備設計に従事

・2011年より設備分野のBIM推進業務に従事

・2011年よりBIMZONE-Σの開発を担当



『BIMZONE-Σ』の概要
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『BIMZONE-Σ』の主な特徴
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2. 建築BIM（Revit)から計算に必要な情報
を取得

3. 設計条件の『データベース』整備による
情報の一元化と入力の効率化

1. 高精度なプログラムと連携し、より精密な
設計シミュレーションを実現

4. 計算から機器選定、省エネ計算まで1つの
システム上で一貫して計算が可能



BIM-LOAD

 「NewHASP/ACLD＊」による365日24時間の高精度な熱負荷シミュレーションが可能
 入力項目が多く作業量は大

35

WEB版NewHASP支援システム

拡張アメダス気象データファイル

NewHASP入力ファイル

＊NewHASP/ACLD：一般社団法人建築設備技術者協会が
公開している動的熱負荷計算プログラム

熱負荷計算プログラム『NewHASP』との連携



省エネ計算プログラム『 WEBPRO』との連携

【出典】国土交通省 住宅局 住宅生産課 建築環境企画室
「省エネ性能に係る基準と計算方法」より抜粋
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 エネルギー消費性能計算プログラム
『WEBPRO（標準入力法）』

【出典】建築研究所：建築物のエネルギー消費性能に関する技術情報，
https:/www.kenken.go.jp/becc/index.html （2021.04参照）

精密/作業量大 おおまか/作業量小



①建築情報（建物名称・建設地・方位・フロア情報・階高）
②部屋情報（室名・床面積・天井高・配置フロア）
③部材情報（壁・窓）
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建築BIM『Revit』との連携

BIMZONE-Σ

整合のとれた正しい情報

確認申請図



＊省エネ基準に準拠
⇒WEBPRO入力に必要な計算対象室を自動選定
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 建物用途/室名から「室用途」自動振り分け

建物主用途

・事務所等

・ホテル等

・病院等

・物販店舗等

・学校等

・飲食店等

・集会所等

・工場等

室用途

・事務室

・会議室

・喫茶室

・社員食堂

・廊下

・ロビー

・便所

・・・

室名

・事務所1

・事務所2

・打合室A

・打合室B

・会議室A

・廊下

・更衣室

・WC

・・・

WEBPRO入力シート

BIMZONE-Σ設計デフォルト値自動入力

建築BIM『Revit』との連携



 ペリメータ・インテリア自動ゾーニング

非空調 インテリア ペリメータ

窓あり窓なし
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 熱負荷計算面積の自動取得

内壁

外壁 窓

床/天井隣室情報

＊隣室の有無による外壁・内壁の自動判定
＊方位別外皮面積拾い
＊上下階の有無による天井・屋根・地下階の自動判定
＊天井高さと階高情報による直天井の自動判定
＊同一室のP/I間の空気間混合の自動設定
＊隣室の空調条件を考慮した隣室境界条件の自動設定

熱負荷計算システム『BIM-LOAD』

＊窓の有無を判断してペリメータ・インテリア
を自動ゾーニング



 建築材料（壁体構造・窓）のデータベース
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＊一般的によく使用する建築部材構成を
「標準壁データベース」「窓データベース」として整備。

＊熱性能基準：HASPEE材料熱定数、省エネ基準準拠

『データベース』の活用

例：OW01

62 せっこうボード 8

302 非密閉中空層

181 押出法ポリスチレンフォーム　保温板　1種 25

41 コンクリート 150

47 セメント・モルタル 25

67 タイル 10

建材番号 材厚
日間スケジュール

発熱条件
・人体 0.2人/㎡
・照明 15W/㎡
・機器 15W/㎡

計算条件（例）標準室使用条件データベース

建物用途 室用途名称 週間 照明 人体
機器
発熱

照明発熱
参照値
[W/㎡]

在室者数
参照値[人

/㎡]

機器発熱
参照値
[W/㎡]

作業
強度
指数

新鮮外気
導入量

[m3/m2h]

事務所等 事務室 WS01 DSL1 DSP1 DSH1 12 0.1 12 3 5

事務所等 電子計算機器事務室 WS01 DSL1 DSP1 DSH1 12 0.1 30 3 5
事務所等 会議室 WS01 DS01 DS01 DS01 10 0.25 2 3 12
事務所等 喫茶室 WS01 DS01 DS01 DS01 10 0.25 2 3 12
事務所等 社員食堂 WS01 DS03 DS03 DS03 30 0.5 0 3 15
事務所等 中央監視室 WS02 DS24 DS24 DS24 20 0.15 30 3 4
事務所等 更衣室又は 倉庫 WS01 DS02 DS02 DS02 15 0.3 0 3 4
事務所等 廊下 WS01 DS02 DS02 DS02 15 0.03 0 3 2.5
事務所等 ロビー WS01 DS02 DS02 DS02 15 0.03 0 3 2.5
事務所等 便所 WS01 DS02 DS02 DS02 15 0.03 0 3 2.5
事務所等 喫煙室 WS01 DS02 DS02 DS02 15 0.03 0 3 2.5

ホテル等 客室 WS02 DSL2 DSP2 DSH2 15 0.07 4 1 4

ホテル等 客室内の浴室等 WS02 DSL2 DSP2 DSH2 15 0.07 4 1 4
ホテル等 終日利用されるフロント WS02 DS24 DS24 DS24 20 0.1 0 3 2.5
ホテル等 終日利用される事務室 WS02 DS24 DS24 DS24 20 0.2 10 3 5
ホテル等 終日利用される廊下 WS02 DS24 DS24 DS24 10 0.05 0 3 2.5
ホテル等 終日利用されるロビー WS02 DS24 DS24 DS24 20 0.1 0 3 2.5
ホテル等 終日利用される共用部の便所WS02 DS24 DS24 DS24 20 0.1 0 3 2.5
ホテル等 終日利用される喫煙室 WS02 DS24 DS24 DS24 20 0.1 0 3 2.5
ホテル等 宴会場 WS02 DS02 DS02 DS02 100 0.7 12 5 20
ホテル等 会議室 WS02 DS02 DS02 DS02 50 0.7 0 5 20
ホテル等 結婚式場 WS02 DS02 DS02 DS02 30 0.3 0 3 7.5
ホテル等 レストラン WS02 DS02 DS02 DS02 20 0.5 10 3 12.5
ホテル等 ラウンジ WS02 DS02 DS02 DS02 20 0.2 0 3 5
ホテル等 バー WS02 DS02 DS02 DS02 10 0.2 0 3 5
ホテル等 店舗 WS02 DS02 DS02 DS02 30 0.1 30 3 10
ホテル等 社員食堂 WS02 DS02 DS02 DS02 20 0.5 0 3 12.5
ホテル等 更衣室又は倉庫 WS02 DS24 DS24 DS24 15 0.1 0 3 5
ホテル等 日中のみ利用されるフロントWS02 DS02 DS02 DS02 35 0.2 0 3 7.5
ホテル等 日中のみ利用される事務室WS02 DS02 DS02 DS02 20 0.2 10 3 5
ホテル等 日中のみ利用される廊下WS02 DS02 DS02 DS02 10 0.1 0 3 5
ホテル等 日中のみ利用されるロビーWS02 DS02 DS02 DS02 35 0.2 0 3 7.5
ホテル等 日中のみ利用される共用部の便所WS02 DS02 DS02 DS02 35 0.2 0 3 7.5
ホテル等 日中のみ利用される喫煙室WS02 DS02 DS02 DS02 35 0.2 0 3 7.5
病院等 病室 WS02 DSL3 DSP3 DSH3 12 0.08 3 1 4
病院等 浴室等 WS02 DSL3 DSP3 DSH3 12 0.08 3 1 4
病院等 看護職員室 WS02 DSL3 DSP3 DSH3 12 0.08 3 1 4
病院等 終日利用される廊下 WS02 DS24 DS24 DS24 20 0.05 0 3 5
病院等 終日利用されるロビー WS02 DS24 DS24 DS24 20 0.05 0 3 5
病院等 終日利用される共用部の便所WS02 DS24 DS24 DS24 20 0.05 0 3 5

集会所等 競馬場又は競輪場の客席WS01 DS02 DS02 DS02 20 0.4 12 5 10
集会所等 競馬場又は競輪場の券売場WS01 DS02 DS02 DS02 15 0.1 0 3 2.5
集会所等 競馬場又は競輪場の店舗WS01 DS02 DS02 DS02 15 0.1 0 3 2.5
集会所等 競馬場又は競輪場のロビーWS01 DS02 DS02 DS02 15 0.1 0 3 2.5
集会所等 競馬場又は競輪場の便所WS01 DS02 DS02 DS02 15 0.1 0 3 2.5
集会所等 競馬場又は競輪場の喫煙室WS01 DS02 DS02 DS02 15 0.1 0 3 2.5
集会所等 社寺の本殿 WS01 DS02 DS02 DS02 10 1 0 5 25
集会所等 社寺のロビー WS01 DS02 DS02 DS02 15 0.2 0 3 5
集会所等 社寺の便所 WS01 DS02 DS02 DS02 15 0.2 0 3 5
集会所等 社寺の喫煙室 WS01 DS02 DS02 DS02 15 0.2 0 3 5

 設計条件データベース

＊標準室使用条件データベースを内蔵
室用途と紐づけて自動的にデフォルト値を入力

標準外壁構造



個別空調機の最適選定『BIM-MULTI』
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 NewHASP計算結果を利用し、空調機器選定

機器リスト

熱負荷の同時生起性を考慮し最適機器選定が可能

機器プロット



換気計算システム『BIM-VENT』
 室用途をベースに各種条件を自動設定し、 換気計算

BIMから取得した部屋情報
標準室使用条件データベースよ
りデフォルト値を自動設定

換気計算書、機器リスト、ガラリリスト出力エアバランス図の作成

部屋情報
（室名・床面積・天井高・フロア）

WEBPRO入力シート

42



照明計算システム『BIM-LIGHT』
 照度計算、輝度計算を実施し、照度計算書や照明器具プロットを出力
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輝度計算

照度計算

照明器具プロット 照度計算書

部屋情報
（室名・床面積・天井高・フロア）

WEBPRO入力シート



省エネ計算システム『BIM-ENE1』
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 各計算結果をWEBPRO入力シートへ反映

BIM-LOAD BIM-MULTI BIM-VENT BIM-LIGHT

熱負荷計算 個別空調機選定
機器・配管配置

換気・排煙計算
エアバランス図

照度・輝度計算
照明プロット

計算書・機器表熱負荷計算書 計算書・機器表 計算書・器具表

＋

給湯
昇降機

給湯入力画面

＊WEBPRO-APIをBIMZONE-Σに組み込むことで瞬時に省エネ計算が可能

非空調外皮

WEBPRO-API

BIMZONE-Σ WEBPRO
省エネ計算書
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BIMZONE-Σ

Revit

機械設計者

電気設計者

機械設計者

建築設計者

電気設計者

建築設計者

諸元表・設計図

計算書・設計図 計算書・設計図

RevitとBIMZONE-Σの連携による『情報』の一貫利用

従来の情報連携 Revit/BIMZONE-Σ連携による整合確保

諸元表・設計図

計算書・機器リスト



まとめ



1. データの一元化（Revitワンモデル）による正確な情報伝達
2. 入力値の自動設定機能による作業効率の向上
3. 計算条件の標準データベースの構築による設計技術力の蓄積・平準化
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Revitの『情報』と高精度なシミュレーションプログラムや設計データベースを連携し、
初期段階の設計検討に活用することで、より良い環境建築の実現を目指す

カーボンニュートラルに向けてZEBなど高度な省エネビルの設計が求められている

・高精度なエネルギーシミュレーションプログラムによる詳細な検討が必要
・建築形状や設備システムの決まる『設計初期』にシミュレーションを行うことが効果的

社会背景

ZEB実現に向けて

BIMZONE-Σの効果

BIM活⽤の目標
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